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業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績動向を踏まえ、2022年５月16日に公表した業績予想及び配当予想を下記の
通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
１．業績予想の修正について 

● 2023年 3月期通期連結業績予想値の修正 

(2022年 4月 1日～2023年 3月 31日)                
 

（単位：百万円、％）  

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 158,400 4,200  4,600 1,500 229.54 

今回修正予想（B） 150,200 1,100 2,100 △3,700 △567.23 

増減額（B－A） △8,200 △3,100 △2,500 △5,200 － 

増減率（%） △5.2 △73.8 △54.3 △346.7 － 

(ご参考)前期実績 

（2022年 3月期） 
133,581 5,041 5,997 3,600 515.97 

● 2023年 3月期通期個別業績予想値の修正 

(2022年 4月 1日～2023年 3月 31日)                
 

（単位：百万円、％）  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 77,000 1,800 4,900 3,800 581.49 

今回修正予想（B） 72,700 900 6,000 △2,100 △321.94 

増減額（B－A） △4,300 △900 1,100 △5,900 － 

増減率（%） △5.6 △50.0 22.4 △155.3 － 

(ご参考)前期実績 

（2022年 3月期） 
68,308 1,473 5,496 3,901 559.11 

  



● 修正の理由 

(連結) 

・連結業績予想につきましては、米国、中国及び個別における業績悪化により、営業利益及び経常利益

は、前回予想を大幅に下回る見込みとなりました。米国子会社につきましては、材料・部品費、人件費、

及び物流費等の大幅なコスト増加があった一方、これらコスト上昇について、取引先への価格転嫁が計

画通り進捗せず、前回予想を大幅に下回る見込みです。中国子会社につきましては、新型コロナウイル

ス影響に伴う中国需要の悪化、半導体不足の影響による減産のほか、青島の子会社における現地得意先

向け商用車用売上大幅減少、及び製品保証引当金計上により、前回予想を大幅に下回る見込みです。個

別業績悪化につきましては、下記（個別）を参照ください。 

また、米国子会社のアルミ製品事業については、当期の業績悪化に加え、赤字が継続していることか

ら、減損損失（特別損失）発生の可能性があり、その計上を織り込むと、親会社株主に帰属する当期純

利益は、前回予想を、さらに大きく下回る見込みとなりました。 

 (個別) 

・個別業績予想につきましては、半導体不足の影響等による取引先の減産が長引いていることから、営

業利益について、前回予想を下回る見込みです。当期純利益は、連結子会社からの配当金増加はあるも

のの、上記米国子会社業績悪化と減損損失計上を織り込むと子会社株式評価損が発生する見込みである

ことから、前回予想を大幅に下回る見込みです。なお、連結子会社からの配当金及び子会社株式評価損

につきましては、連結決算において消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

 

２．配当予想の修正について 

  
年間配当金 

第２四半期 期末 合計 

前回発表予想 

（2022年 5月 16 日） 

円 銭 

80.00 

円 銭 

80.00 

円 銭 

160.00 

今回修正予想  0.00 80.00 

当期実績 80.00   

（ご参考）前期実績 

（2022年３月期） 
40.00 120.00 160.00 

（修正の理由） 

当社は、財務の健全性維持及び成長投資を実施しながら、配当性向30％以上、総還元性向90％以上を

目指して、株主還元を行う方針であります。 

期末配当予想につきましては、上記の通期連結業績予想において、親会社株主に帰属する当期純利益

が赤字となることから、誠に遺憾ながら無配とさせていただくことと致しました。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、来期以降、業績回復に努めてまいりますので、引

き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。とくに、米国子会社については、抜本的な改革を行

い、早急な業績回復を目指してまいります。 

（注）上記予想数値は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づいて作成したもの

であり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


